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国際学会発表 1 Okubo Y, Hirose K, Iino M. Inositol 1,4,5-trisphosphate receptor type 2-independent Ca2+ release from the endoplasmic reticulum in astrocytes, The
23rd Korea-Japan Joint Seminar on Pharmacology, オンライン開催, 2021年6⽉25⽇

国際学会発表 2 Murayama T, Kurebayashi N, Mori S, Ishigami-Yuasa M, Kagechika H. Development of a novel RyR1-selective inhibitor for treatment of malignant
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和⽂総説 1 ⼤久保洋平. 神経細胞における細胞内カルシウムストアの機能解析. ブレインサイエンス・レビュー, 2021; 111-128.



和⽂総説 2 上窪裕⼆, ⽥端俊英, 坂⼊伯駿, 櫻井隆. 異種G蛋⽩質共役型受容体相互作⽤による代謝型グルタミン酸受容体の制御. 脳神経内科, 2021; 94(4): 468-475.

区分 番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 呉林なごみ, 村⼭尚, ⽯井光⼀郎, ⼩⻄真⼈, 杉原匡美, 森修⼀, 飯沼⼤翔, 磨⾥⽯, 村越伸⾏, 影近弘之, 櫻井隆. CPVTモデルマウスに対するRyR2特異的阻害薬の効果. 第
94回⽇本薬理学会年会, zoom開催, 2021年3⽉8⽇

国内学会発表 2 村⼭尚, 呉林なごみ, ⼩林琢也, ⼩川治夫, 児⽟昌美, 森修⼀, 影近弘之, 櫻井隆. 新規1型リアノジン受容体（RyR1）阻害剤の結合部位の同定. 第94回⽇本薬理学会年会,
zoom開催, 2021年3⽉10⽇

国内学会発表 3 ⼤久保洋平. アストロサイトにおける⼩胞体Ca2+放出および充填機構の可視化解析. 第94回⽇本薬理学会年会, zoom開催, 2021年3⽉10⽇

国内学会発表 4 ⼭下直也, 櫻井隆. トランスサイトーシスを介したTrkA-APP複合体の軸索への局在化. 第94回⽇本薬理学会年会, zoom開催, 2021年3⽉10⽇
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討. 第94回⽇本薬理学会年会, zoom開催, 2021年3⽉10⽇

国内学会発表 7 村⼭尚. 1型リアノジン受容体チャネル複合体関連筋疾患の発症機構と治療戦略. 第126回⽇本解剖学会・第98回⽇本⽣理学会合同⼤会, zoom開催, 2021年3⽉29⽇
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合同⼤会, zoom開催, 2021年3⽉29⽇

国内学会発表 9 Yamashita N, Sakurai T. Axonal targeting of TrkA-APP complex via transcytosis. 第44回⽇本神経科学⼤会 / CJK第1回国際会議, 神⼾, 2021年7⽉29⽇

国内学会発表 10 上窪裕⼆, 櫻井隆. ⾦属酸化物ナノ粒⼦の神経毒性. 第44回⽇本神経科学⼤会 / CJK第1回国際会議, 神⼾, 2021年7⽉30⽇

国内学会発表 11 岡本和樹, 上窪裕⼆, ⼭内健太, 岡本慎⼀, ⾼橋慧, ⽯⽥葉⼦, 櫻井隆, ⼩池正⼈, 池⾕裕⼆, ⽇置寛之. AAV2/PHP.eBベクターを⽤いた海⾺CA2野選択的標識. 第44回⽇
本神経科学⼤会 / CJK第1回国際会議, 神⼾, 2021年7⽉31⽇

国内学会発表 12 ⼤森由紀, 上窪裕⼆, 杉⾕善信, 松川岳久, ⼩林桃⼦, 武藤剛, 横⼭和仁, ⾓⽥正史, 堀⼝兵剛. 低濃度鉛曝露による離乳後の仔ラットの注意⼒低下への 影響. メタルバイオサイ
エンス研究会, 横浜, 2021年10⽉27⽇

国内学会発表 13 村⼭尚, 呉林なごみ, ⼩林琢也, 岡﨑諭, ⼭代暁介, 櫻井隆. ⾻格筋脱分極誘発性Ca2+遊離（DICR）再構成系を⽤いた筋疾患へのアプローチ. 第7回⽇本筋学会学術集会,
京都, 2021年12⽉12⽇
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